
 

  

 畜産振興チームでは大家畜経営の安定化、自給飼料の生産性向上を重点に活動を行ってい

ます。乳用牛では飼料管理改善指導や牛舎環境改善支援、肉用牛では分娩間隔の短縮のため

の繁殖管理指導などを行っています。自給飼料生産ではデントコーンの収量や品質調査、草

地管理指導、草地更新などを行っています。 

  

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

・平成26年10月に水田でライムギ（品種・春一番）を播種。出芽は良好。 

・平成27年5月に収穫。イネＷＣＳ収穫専用機にて収穫。 

・収量は1,480㎏/10a。 

・水分77％、ＴＤＮ 61％、ＣＰ 7％。発酵品質は良好（Vスコア91）。 

・10月から黒毛和種に給与。嗜好性は良好。 

 

 

 

 

 

 

 

今後も水自給飼料増産、水田有効活用のための取り組みを支援し

ていきます！ 

 

水田を飼料基盤として最大限活用するためにイネＷＣＳの収

穫後～田植までの冬期間にライムギを栽培し、収穫調製する。 

普及センター 

チーム紹介 

経営者と一緒に牛舎改善 

畜産振興チームからは、「イネＷＣＳとライムギの

二毛作」について紹介します！ 

デントコーンの

硝酸態窒素調査 

5月 イネＷＣＳ収穫専用機にて収穫 
10月 和牛繁殖牛に給与 ４月 消雪後の生育状況 


